
安達橋は福島県中通り地方を縦断する阿武隈川を跨ぐ

橋梁です。現在供用している安達橋は，幅員が狭いうえ

に歩道がありません。本工事は歩行者と車が安全で，か

つ円滑に通行できるように改善するとともに，加えて洪

水時における阿武隈川の流積を拡大させることを目的と

した橋梁架け替え工事です。なお，本橋は4径間連続プ

レビーム合成桁橋で，42.950 mの平均支間長と952.2 tfの

使用鋼材重量は，今までのプレビーム合成げた橋の施工

実績において最大級のものです。

ここでは，本橋で採用した架設方法（4径間の内，3径

間分の主桁を架設桁上で1本ずつ組立，その後横取りに

て所定の位置に桁を設置する方法）について報告します。

橋梁概要

工 事 名：緊急地方道整備工事（安達橋）

型　　式：4径間連続プレビーム合成桁橋

橋　　長：173.300 m

支　　間：42.600＋2×43.300＋42.600 m

総 幅 員：18.800～19.800 m

主桁本数：12本

桁　　高：0.685 m（桁端部）～2.004 m（中間支点部）

架設重量：1 785 kN／本

（横取り架設分のみ：P1橋脚上部材～A2）

横取り時支点反力：P1：343 kN P2：601 kN

P3：645 kN A2：196 kN

横取り距離：最大21 m
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3径間連続プレビーム桁を一括で横取り

Slide Erection of Continuous Pre-Beam Girder on ADACHI Bridge

～安達橋の施工に見るプレビーム初の連続桁一括横取り架設～
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横取り方法

桁架設時のA1橋台からP1橋脚までの間のベンド設置

は，河川内における使用許可と架設後のベンド解体作業

の困難さから，不可能でした。そこで，河川内にベント

を設置できないという架設条件で，門構や複雑な機材を

用いない方法として，一括横取り架設を採用しました。

その手順を以下に示します。

①　架設桁上の台車にて，4径間の内，3径間分の主桁

を組み立てます。

②　油圧反力管理を行いながら，主桁を油圧ジャッキ

によりスライディングジャッキの上に載せます。

③　主桁の転倒防止処置を施した後，H鋼クランプ

（HC-50）と水平油圧ジャッキ（JTP-20100）を組み合わ

せたH鋼クランプジャッキでレールを固定します。

④　主桁の移動はレールを反力として用いて，水平油

圧ジャッキによって各支点における移動距離と推

進力を管理しながら，ゆっくりと各支承位置まで

横取りしていきます。横取りの作業スピードとし

ては，1ストローク分（横移動距離で1 mに相当）

を7～8分で移動できます。

⑤　最後に残ったA1橋台からP1橋脚間のプレビーム

部材は地組みの後，A1橋台背面に設置したトラ

ッククレーンにて架設しました。ここでプレビー

ム部材とP1橋脚上部材とを添接した後，ジャッキ

ダウン作業により，A1支点の支承と接続させま

した。

さいごに

今回，安達橋で採用したプレビーム連続桁一括横取り

架設は，施工時に桁下が使用できないという条件のもと

で提案した連続プレビーム桁のひとつの架設方法です。

本報告が，制約された架設条件下でプレビームの連続桁

の架設方法を考えるうえで有用な資料となれば幸いです。

最後に，本工事の施工にあたり，御尽力いただいた

方々に厚く感謝申し上げます。
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スライディングジャッキ（プレビーム桁を受けている部分）

H鋼クランプジャッキ

端支点部横取り状況

横取り状況（A2側より）


